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映像教材 ～これから起こるかもしれない困難なできごとに備えるためには～

教材活用のための指導者用マニュアル
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1. 教材の作成趣旨
✓ 人生には様々なリスクが潜んでいること、社会保障がリスクに対して社会全体で支え合う仕組みであることを理
解し、社会保障について、自分事と捉えられるようにすること。

✓ 政府のウェブサイト上で、困難な出来事に応じた国の支援制度を調べる活動を通じて、情報を適切かつ効果的
に収集し、必要な制度を活用するための知識及び技能を身に付けられるようにすること。

✓ 社会保障制度の在り方について考察し、自らの意見を、論拠をもって表現できるようにすること。

2. 教材を活用する上での留意点
✓ 授業においては、生徒に自由に議論・発表させ、主体的に考えさせることに重点をおくことが望ましい。

✓ ワークシートについては、授業時間、進度、生徒の関心等に応じて編集することが可能である。

✓ 映像①については、社会保障に関する学習の導入として活用されることを想定している。

✓ 映像②については、社会保障に関する学習のまとめとして活用されることを想定している。

✓ 映像②のうち、実際に高校生が意見を述べる部分については、次の内容を伝えるために、生徒の議論・発表の後
で活用されることを想定している。

• 社会保障制度については、世界でも様々な考え方があり、国によってその制度の内容が異なるように、唯一の正解があるわけ
ではないこと。

• 自分自身の今の状況だけから考えるのではなく、自分自身に将来起こるかもしれない状況や、様々な事情を抱えた人のことも
想像しながら議論することが望ましいこと。

• 社会保障は、高齢になった時の給付だけではなく、子育て支援など生涯を通じた保障の仕組みであること。

3. 教材を活用したモデル授業案
✓ 本教材の映像①は、社会保障教育指導者用マニュアルにおける「公的年金保険を題材としたモデル授業①」
「公的医療保険を題材としたモデル授業①」の導入として、活用することが考えられる。

✓ 本教材の映像②は「公的年金保険を題材としたモデル授業①」のまとめとして、活用することが考えられる。



高等学校学習指導要領（平成3 0年告示）及びその解説公民編（平成3 0年7月）（抄）
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学習指導要領 科目「公共」 学習指導要領解説 科目「公共」の内容とその取扱い

第１ 公共
２ 内容
B 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち
（ｳ）職業選択、雇用と労働問題、財政及び租税の役割、少子高齢社会
における社会保障の充実・安定化、市場経済の機能と限界、金融の
働き、経済のグローバル化と相互依存関係の深まり（国際社会にお
ける貧困や格差の問題を含む。）などに関わる現実社会の事柄や課
題を基に、公正かつ自由な経済活動を行うことを通して資源の効率
的な配分が図られること、市場経済システムを機能させたり国民福
祉の向上に寄与したりする役割を政府などが担っていること及びより
活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要である
ことについて理解すること。

少子高齢社会における社会保障の充実・安定化については、疾病や失業、
加齢など様々な原因により発生する経済的な不安やリスクを取り除くなどして
生活の安定を図り、人間としての生活を保障する社会保障制度の意義や役
割を理解できるようにするとともに、我が国の社会保障制度の現状と課題な
どを、医療、介護、年金などの保険制度において見られる諸課題を通して理
解できるようにする。
なお、「『財政及び租税の役割、少子高齢社会における社会保障の充実・

安定化』については関連させて取り扱い、国際比較の観点から、我が国の財
政の現状や少子高齢社会など、現代社会の特色を踏まえて財政の持続可能
性と関連付けて扱うこと」（内容の取扱い）が必要であり、社会保障に関わる
受益と負担の均衡や世代間の調和のとれた制度の在り方について触れるこ
とが大切である。

学習指導要領 科目「公共」 目標

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際
社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

現代の諸課題を捉え考察し、選択・
判断するための手掛かりとなる概念や
理論について理解するとともに、諸資料
から、倫理的主体などとして活動するた
めに必要となる情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるように
する。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選
択・判断の手掛かりとなる考え方や公共
的な空間における基本的原理を活用して、
事実を基に多面的・多角的に考察し公正
に判断する力や、合意形成や社会参画を
視野に入れながら構想したことを議論す
る力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決し
ようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される、現代社会に生きる人間としての在り方生き方に
ついての自覚や、公共的な空間に生き国民主権を担う公民として、
自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊
重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深め
る。



高等学校学習指導要領（平成3 0年告示）及びその解説家庭編（平成3 0年7月）（抄）
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学習指導要領 科目「家庭基礎」 目標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体
的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消
費生活・環境などについて、生活を主体的に営
むために必要な基礎的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見い
だして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生
涯を見通して課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構
築に向けて、地域社会に参画しようとする
とともに、自分や家庭、地域の生活の充実
向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

学習指導要領 科目「家庭基礎」 学習指導要領解説 科目「家庭基礎」の内容とその取扱い

第１ 家庭基礎
２ 内容
A  人の一生と家族・家庭及び福祉
（5）共生社会と福祉
ア 生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援に
ついて理解すること。

C 持続可能な消費生活・環境
（１）生活における経済の計画
イ 生涯を見通した生活における経済の管理や計画の重要性につ
いて、ライフステージや社会保障制度などと関連付けて考察する
こと。

3  内容の取扱い
A（５）ウ 内容のＡの…（中略）…（5）については、自助、共助及び
公助の重要性について理解できるよう指導を工夫すること。

C（１）オ 内容のＣの指導に当たっては、Ａ及びＢの内容と相互に
関連を図ることができるよう工夫すること。

生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援については、社会的制
度、社会福祉の基本的な理念、共に支え合って生きる社会の考え方について理解で
きるようにする。また、ノーマライゼーションや福祉の発展など歴史的な変遷に触れな
がら、家族、地域のもつ現状と課題を理解できるようにする。個人として、年齢、障害
等の有無に関わらず、主体的に自身の人生を最後まで自分でつくりながら自分らし
く生きるということについての自立的な生活と、家族や学校、地域の人の支え合いな
どの身近な環境、また国や自治体などの制度や行政サービスなどの制度としての支
援体制という支え合いの構造について理解できるようにする。加えて、自助、共助及
び公助の概念だけでなく互助も含めたつながりについても理解できるようにする。併
わせて、異なる背景をもつ人々が共に支え合いながら生きていくことの必要性にも触
れ、関連する現代の社会の現状についても理解できるようにする。
生涯を見通した生活における経済の管理や計画の重要性については、各ライフス
テージの特徴と課題、家族構成や収入・支出の変化、生涯の賃金や働き方、社会保
障制度などと関連付けながら考えることができるようにする。また、将来を見通して、
事故や病気、失業、災害などの不可避的なリスクや、年金生活へのリスクに備えた経
済的準備としての資金計画を具体的な事例を通して考察できるようにする。



高等学校学習指導要領（平成3 0年告示）及びその解説家庭編（平成3 0年7月）（抄）
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学習指導要領 科目「家庭総合」 目標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地
域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生
活・環境などについて、生活を主体的に営むために
必要な科学的な理解を図るとともに、それらに係る
技能を体験的・総合的に身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見い
だして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、
考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現する
など、生涯を見通して課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、地域社会に参画しようとするとともに、生活文化
を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を
図ろうとする実践的な態度を養う。

学習指導要領 科目「家庭総合」 学習指導要領解説 科目「家庭総合」の内容とその取扱い

第２ 家庭総合
２ 内容
A 人の一生と家族・家庭及び福祉
（5）共生社会と福祉
ア（ｱ） 生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的

支援について理解すること。
C 持続可能な消費生活・環境
（１）生活における経済の計画
イ 生涯を見通した生活における経済の管理や計画の重要
性について、ライフステージごとの課題や社会保障制度など
と関連付けて考察し、工夫すること。

３ 内容の取扱い
A(５)ウ 内容のＡの（中略）（5）については、自助、 共助及び公
助の重要性について理解を深めることができるよう指導を工夫
すること。

C(１)ウ 内容のＣの（中略）（ｲ）については、将来にわたるリスクを
想定して、不測の事態に備えた対応などについて具体的な事例
にも触れること。

生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援については、社会的制度、社会福祉
の基本的な理念、共に支え合って生きる社会の考え方について理解できるようにする。（略）個人と
して、年齢、障害等の有無に関わらず、主体的に自身の人生を最後まで自分でつくりながら自分ら
しく生きるということについての自立的な生活と、家族や学校、地域の人の支え合いなどの身近な
環境、また国や自治体などの制度や行政サービスなどの制度としての支援体制という支え合いの
構造について理解できるようにする。加えて、自助、共助及び公助の概念だけでなく互助も含めた
つながりについても理解できるようにする。併わせて、異なる背景をもつ人々が共に支え合いながら
生きていくことの必要性にも触れ、関連する現代の社会の 現状についても理解できるようにする。
（略）また、家計が、家族構成やライフステージ、生活に関わる価値観などで大きく異なることに
ついて、具体的な事例を基に考えることができるようにする。そして、人生を通して必要となる費用
はライフステージごとに異なることについて、実際に想定して計画を立ててみることで、高校卒業後
の進路や職業を含めた将来の生活設計と関連付けて考察する。その際、リスク管理の考え方を取
り入れ、社会保障制度などとも関連付けて工夫することができるようにする。生涯を見通した生活
の経済の計画を立てる場合には、病気や事故、失業、災害などの不測の事態や退職後の年金生
活なども想定し、生涯賃金や働き方なども含め、リスクにどのように対応したらよいのかについても
考えることができるようにする。リスクへの対応は、例えば、病気や事故、失業、災害などの不可避的
なリスクに備えた経済的準備としての資金計画を具体的な事例を通して考えることができるように
する。



これから起こるかもしれない
困難なできごとと対応する制度

映像①
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仕事を失ってしまうこと

事故が起きて、
一生治らない
障がいを負うこと

Ｃさん

Aさん

生徒

自分や周りの人が病気
になってしまうこと

Bさん

老後にお金が
なくなってしまうこと

Ｄさん

Ｅさん

介護が必要になること

これから起こるかもしれない困難なできごとには、
どのようなものがあるでしょうか

先
生



○ 長い人生の中で、これから起こるかもしれない困難なできごとには、どのようなものが考えられるか、事前
に皆さんに質問してみましたので、紹介していきます。

○ Aさんは「仕事を失ってしまうこと」だそうです。仕事を失って、お金を稼げなくなったら、と想像すると、確か
に心配になりますよね。

○ 次に、Bさんは、「自分や周りの人が病気になってしまうこと」だそうです。いつかは病気になることもあるだ
ろうし、家族が病気になって、支える立場になるかもしれませんよね。私も大きな病気にかかったことがある
ので、お金がたくさんかかったらどうしよう、という気持ちはよく分かります。

○ そして、Ｃさんは、「事故が起きたとき」ということです。最近は、大きな災害も多いし、交通事故など、いつど
こで巻き込まれるか分からないですよね。もしかしたら、その事故で、一生治らない障害を負ってしまうかも
しれない。そうなったらどうしよう、と、いろいろ考えてしまうのは自然なことですよね。

○ Dさんは、「老後にお金がなくなってしまうこと」だそうです。長生きすることは幸せなことでしょうが、働けな
くなって、生活費が足りなくなったらと思うと、不安ですね。

○ 最後にＥさんは、「介護が必要になること」だそうです。病気やケガをして、家族に介護してもらわないといけ
なくなったら確かに困りますよね。

（約2分）

シナリオ
① 人生で起こるかもしれない困難なできごとと対応する制度
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（ 年 組 番 氏名 ）
ワーク 困難なできごとが起こったときに使えそうな制度を

政府のウェブページを活用して、調べてみましょう。

あなたはひとりじゃない

（内閣府孤独・孤立対策推進室）
あなたはひとりじゃない 孤独・孤立対策ウェブサイト

いくつかの質問に答えていくことにより、状況に
合った支援制度や相談窓口をチャットボットで
探すことができます。

【困難なできごとの例】

A 失業して、収入を得られなくなった

B 病気になって、高額な医療費がかかった

C 障がいを負って、収入を得られなくなった

D 長生きして、収入が減った

E 介護が必要になった

F ほかに思いつくことがあれば書いてみましょう

⚫ 左のA～Fの中から、自分にとって、より困ると思うできごとを２つ選び、それぞれへの

対応方法として使えそうな制度の制度名、内容、対象者、申請先を書いてみましょう。

（２） 困ると思うできごと ⇒ （ ）

制度名

制度の内容、対象者や申請先

（１） 困ると思うできごと ⇒ （ ）

制度名

制度の内容、対象者や申請先

（QRコード）

https://www.notalone-cao.go.jp/

https://www.notalone-cas.go.jp/
https://www.notalone-cao.go.jp/
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B 病気になって、高額な医療費がかかった場合･･･

C 障がいを負って、収入を得られなくなった場合･･･

あなたはひとりじゃない（内閣府孤独・孤立対策ウェブサイト） チャットボット表示例



これから起こるかもしれない
困難なできごとへの備え方

映像②
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これから起こるかもしれない困難なできごとに
備えるためには、どうすればいいでしょうか。

B 家族の間で助け合ったり、
個人で努力したりするなど、
家族や個人が中心に対応するべき。

C AでもBでもどちらでもない。

A みんなで税金や社会保険料を支払うことで、
政府が中心に対応するべき。
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（ ） Ａ みんなで税金や社会保険料を支払うことで、政府が中心に対応するべき。
（ ） Ｂ 家族の間で助け合ったり、個人で努力したりするなど、家族や個人が中心に対応するべき。
（ ） C AでもBでもどちらでもない。

（理由）

（具体的な対応方法）

（ 年 組 番 氏名 ）

ワーク これから起こるかもしれない困難なできごとに備えるためには、どうすればいいと思いますか。
次のA～Cから一つ選んで、選んだ理由と具体的な対応方法を書いてみましょう。
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（回答例）

【理由】
将来どんなことが起こるか予想できず、家族の人数も減っているなかで、どのくらい必要か分からな

いお金を、自分の貯金や家族からの仕送りだけでまかなうことは難しく、家族を超えた社会全体での支
え合いの仕組みは必要だと思うから。

【具体的な対応方法】
政府が、保険料を支払う人数と給付やサービスを受ける人数のバランスを踏まえて、定期的に見直

しを行いながら、今の制度を維持することで対応する。

（１） Ａを選んだ場合 （政府が中心に対応するべき）

【理由】
少子高齢化によって、保険料を支払う人数と給付やサービスを受ける人数のバランスが変化してい

ることを踏まえると、各々が自分で貯めて自分や家族のために自由に使う方が確実だと思うから。

【具体的な対応方法】
フルタイムで働いている間にできるだけお金を貯めたり運用したりしておくとともに、困った時には家

族同士の支え合いで対応する。

（２） Bを選んだ場合 （家族や個人が中心に対応するべき。）



生徒

Aさん

Bさん

先
生

これから起こるかもしれない困難なできごとに
備えるためには、どうすればいいでしょうか。

自分たち自身で生活できたら、
それが一番だと思うけど、
それでもだめだったときに、
政府が助けてくると、安心できるかな。

C AでもBでも
どちらでもない。

家族といっても、色々違うと思うし、
個人で努力しながら生き続けるのは
ちょっと難しい。
政府があれば、少し安心して
生活できるのかな。

政府が中心に
対応するべき。

A
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Dさん

Ｃさん

Ｅさん

高齢者と違って、
子どもは自分で生き方を選べないから、
税金や社会保険料は子どものために使うべき。
自分の意志で決められる段階になったら、
家族や個人が、生き方を選べた方がいいかな。

C AでもBでも
どちらでもない。

色々な家族の形があると思う。
ひとりだったり、協力的じゃなかったり、
貧富の差があったり。
政府が大体平等になるようにしてくれれば、
すごくいいかな。

政府が中心に
対応するべき。

A

家族や個人で対応することにすれば、
少子高齢化により、
若い世代がもらえるお金が減る
という問題もなくなると思う。

家族や個人が
中心に
対応するべき。

B

15
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先生 これから起こるかもしれない困難なできごとに備えるためには、どうすればいいか、考えてほしいと思います。まず
一つ目はＡの、みんなで税金とか社会保険料を支払うことで、政府が中心に対応していくべきだという考え方。
二つ目はＢの、税金や社会保険料を支払うのではなくて、家族間で助け合ったり、個人で努力したりするなどし
て、家族や個人が中心に対応すべきという考え方。もちろん、AでもBでもない、という人もいると思いますが、皆
さんのご意見を聞きたいと思います。どうでしょうか。

Aさん 自分たち自身で生活できたら、それが一番だと思います。その上で、それでも駄目だったときに、政府が助けてく
れたら、少し安心できるのかなと思います。

Bさん 家族といっても、いろんな家庭があると思いますし、個人で努力しながら生き続けるのはちょっと難しいと思いま
す。政府という枠組みがあれば、少し安心して生活できるのかなと思いました。

Eさん 家族間でやれとなったら、日本の中でも色々な家族があると思うんです。例えば、家族がいないとか、協力的じゃ
ない家庭もあったり、貧富の差があったりするから、政府が大体平等になるようにやってもらえたらすごくいいか
なと思います。

Cさん 家族や個人で対応することにすれば、少子化とかで、自分たちの世代がもらうお金が少なくなるという問題もな
くなると思います。

Dさん 高齢者は、今までの人生があった上での最後の段階なので、自分で積み立てや貯金もできますけど、例えば子
どもの最初の教育って、子どもだから何もできないので、そこに税金とか社会保険を手厚くして、教育とかにお
金をかけるべきだと思います。自分の意志で決められる最後の段階の人に関しては、社会として支援するので
はなくて、家族とか個人の間で、自分のやりたい生き方を最後に選べた方がいいのかなって思いました。

（約2分）

シナリオ ② これから起こるかもしれない困難なできごとへの備え方


